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中山　徹　教授　略歴・業績目録

学　歴
昭和49年３月　中央大学経済学部経済学科卒業

昭和50年４月　中央大学大学院経済学研究科博士前期課程　入学

昭和54年３月　中央大学大学院経済学研究科博士前期課程　修了

昭和55年３月　中央大学大学院経済学研究科博士後期課程　入学

昭和61年３月　中央大学大学院経済学研究科博士後期課程　単位取得満期退学

1974年　中央大学経済学部経済学科卒業

1986年　中央大学大学院経済学研究科社会政策専攻博士後期課程単位取得「経済学修士」

職　歴
1980年　（財）国民経済研究協会専門研究員（1991年退職）

1989年　（社）東京都信用金庫協会研究センター　嘱託研究員（1991年退職）

1991年　大阪府立大学社会福祉学部　講師

1995年　　同　助教授

2000年　　同　教授

2011年　地域連携研究機構地域福祉研究センター　教授

2015年　人間社会学研究科, 教育福祉学類　教授　―現在に至る

著　書
◦中山　徹, 庄谷怜子 共著『高齢在日韓国・朝鮮人―大阪における「在日」の生活構造と高高齢在日韓 

国・朝鮮人―大阪における「在日」の生活構造と高齢福祉の課題』御茶の水書房, 1997年４月

◦中村健吾, 岡本祥浩, 都留民子, 平川　茂 編『欧米のホームレス問題―上』法律文化社, 2003年２月

◦中村健吾, 岡本祥浩, 都留民子, 平川　茂，中山　徹 編『欧米のホームレス問題―支援の実例―下』法律文化

社, 2004年４月

◦中山　徹, 橋本　理 編『新しい仕事づくりと地域再生』文理閣, 2006年６月, 200頁

◦中山　徹, 橋本　理 編『南大阪における新しい仕事づくりと地域再生』OMUPブックレットNo14, 2008, 128

頁

◦中山　徹, 加美嘉史 編『社会保障』東山書店, 2014年

論　文
◦「農村『地域労働市場』の構造と性格に関する一考察」中央大学大学院「論究」商学・経済学研究科篇第14

号, 昭和57年３月．

◦「『地域労働市場』における『流動』と『滞留』―上伊那地域を事例として」中央大学経済研究所「研究所 

年報」第13号, 昭和58年12月.

◦「情報処理産業における派遣労働者の就業実態に関する一考察」「中央大学大学院研究年報」第15号Ⅱ−Ⅰ
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経済学・商学研究科編（上）昭和61年３月.

◦「雇用失業問題と都市行政」（加藤佑治（専修大学）共同執筆）「都市問題」東京市政調査会, 昭和59年３月

◦中山　徹「いわゆるホワイトカラーと『不安定就業』―損害保険業を中心に―」『社会政策学会年報』, 第34 

集, 御茶の水書房, 1990年

◦中山　徹「都市銀行における派遣パート労働者」（加藤佑治・労働運動総合研究所監修）『フレキシビリ 

ティー今日の派遣労働者』新日本出版社, 1991年

◦中山　徹「実態調査―都市銀行における非正規行員」同上

◦中山　徹「大都市小零細業者・自営業者の生活と社会保障」社会問題研究. 1991, 41（１・２）, p.325−339

◦中山　徹「中高年齢者雇用と労働力流動化 : 都市銀行における出向を中心に」, 社会問題研究. 1993, 42（2）,  

1−17, 1993年

◦中山　徹「高齢「在日」外国人と生活保護」社会問題研究. 1993, 43（1）, p83−p111

◦中山　徹庄谷邦幸「「大都市経済圏域における都市型産業の研究（1）―　大阪サンダル産業の動態分析（上）

（下）」, 『総合研究所紀要』桃山学院大学総合研究所, Vol.18.No3, 1, Vol19No1, 1993, 79−102, 31−54

◦中山　徹「高齢「在日」外国人保護世帯の形成母体 : 生活保護受給直前の社会階層的分布を通して」, 社会

問題研究. 1994, 43（2）, 257-280

◦Toru NAKAYAMA, Research of the Urban Industries in the Metropolitan Region. The Chemical Sandal 

and Shoe Industry in Osaka, Structures and Strategies in Small and Medium-sized Enterprises as 

Impacts of Economic Recovery, Rencontres de St-Gall 1994, Swiss research Institute of Small Business 

and Entrepreneurship, 1994.9, 191−196

◦中山　徹「『在日』高齢者の生活と社会保障・社会福祉一大阪生野区における『在日』高齢者調査を事例として」

（中央大学経済研究所編）『社会保障と生活最低限一国際動向を踏まえて』中央大学出版部, 1997年

◦中山　徹, 嵯峨嘉子「イギリスのホームレス問題」『季刊　労働クオータリー』労働運動総合研究所, 1997

◦中山　徹,「貧困と医療」, 「外国人と医療」江口英一編著『生活分析から福祉へ』光生館, 1998年, 118−121, 

122-127

◦中山　徹「外国人問題と福祉の課題」, 社会問題研究. 1998, 47（2）, 109−130

◦中山　徹「日雇労働者の『野宿者』化と生活：『あいりん地域日雇労働者調査』を事例として」,  社会問題研 

究. 1999, 48（2）, 103−124

◦中山　徹, 福原宏幸「日雇労働者の高齢化・野宿者化問題−大阪に即して」。『日雇労働者・ホームレスと現

代日本』社会政策学会編, 御茶の水書房, 1999年７月28−38

◦中山　徹「韓国における野宿者問題と国民基礎生活保障法」, Shelter-less No.8, 野宿者・人権資料センター, 

2000年12月, 21−26 

◦中山　徹「労働経済学からみたホームレス問題」．社会医学研究, 特別号, 2000, 26−29.

◦中山　徹「ホームレスはなくなるのか」京権高宣・小室豊允監修『福祉の論点』中央法規出版,  2001年12月, 

pp.152−153 

◦中山　徹「『ホームレス』の実態にみる「貧しさ」上」「ゆたかなくらし」全国老人福祉問題研究会, 萌文社, 

No229号, No229号, 2001年３月

◦中山　徹「生活保護とNPOの役割」, 『野宿脱出後の生活保護受給者（単身高齢者）の支援のあり方に関する

調査報告書』, NPOさつきつつじ会, 2001年３月

◦中山　徹「『ホームレス』の実態にみる「貧しさ」上・下」「ゆたかなくらし」全国老人福祉問題研究会, 萌文 
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社, No229, 230号, 2001年, 30−35, 36−41

◦中山　徹, 金　蘭姫「韓国における野宿者問題と国民基礎生活保障法」, 2001, 50（2）, p.171−p.217

◦中山　徹, 高橋美和「環境・交通・地域省『寒い路上から屋上へ』 : ラフ・フリーパーズ・ユニット（Rough 

Sleepers Unit）の戦略」, 社会問題研究. 2001, 50（2）, p.145−169

◦中山徹「イギリスにおけるホームレス問題と『野宿者』（Rough Sleeper）対策」経済学雑誌大阪市立大学, 

第102巻, 第３・４号, 2002年３月

◦中山　徹「イギリスにおけるホームレス問題と『野宿者』（Rough Sleepers）対策」社会政策学会編『社会

政策学会誌』第８号, 法律文化社, 2002年９月, 125−152頁

◦中山　徹「大阪における野宿生活者問題と課題」『フォーラム大阪』No97, 大阪地方自治研究センター, 2002

年９月

◦中山　徹「福祉用語の深層―ホームレス」『ゆたかなくらし』全国老人福祉問題研究会, 萌文社, No236号, 

2002年10月。

◦中山　徹「大阪府における野宿生活者の広がり ―大阪府野宿生活者調査」より―」野宿者人権センター『季

刊Shelter-less』No16．2003年３月

◦中山　徹「大阪おけるホームレス（野宿生活者）と『自立支援法』」『関西再生への選択-サスティナブル社

会と自治の展望』（社）大阪自治体問題研究所・関西地域問題研究会編著, 自治体研究社  2003.12, 17−24

◦中山　徹「社会福祉基礎構造改革の下での生活保護をめぐる問題」大阪府人権研究所, 生活保護制度調査研

究会　2003.92

◦中山　徹「大阪おけるホームレス（野宿生活者）と『自立支援法』」『関西再生への選択―サスティナブル社

会と自治の展望』（社）大阪自治体問題研究所・関西地域問題研究会編著, 自治体研究社  2003年12月

◦中山　徹「大阪府における野宿生活者の広がり―大阪府野宿生活者調査」より」野宿者人権センター『季刊

Shelter-less』No16．20−26頁, 2003年

◦中山　徹, 孫 明愛「韓国における野宿者対策の展開と浮浪者施設-恩平村-」, 社会問題研究, 54（1）, 2004.12, p.99

−110

◦中山　徹, 他東アジアホームレス支援施策調査チーム「ソウル・香港・台北におけるホームレス支援の現状

（上）」, 『Shelter-less』No.23, 2005, 87−119

◦中山　徹, 他東アジアホームレス支援施策調査チーム「ソウル・香港・台北におけるホームレス支援の現状

（中）」, 『Shelter-less』No.24, 2005, 163−200

◦中山　徹, 他東アジアホームレス支援施策調査チーム「ソウル・香港・台北におけるホームレス支援の現状

（下）」, 『Shelter-less』No.25, 2005, 171−214

◦中山　徹「大阪府におけるホームレス支援施策の展開と自立支援センター」, Shelter-less, No29, 2006, 17−

22頁, 

◦中山　徹「先進国に見る野宿者支援と非営利組織―イギリス」, おおさかの街, No64, 2006.9　24−26頁

◦中山　徹「先進国に見る野宿者支援と非営利組織―韓国」, おおさかの街, No65, 2007.2　48−50頁

◦中山　徹「先進国に見る野宿者支援と非営利組織―評価」, おおさかの街, No65, 2007.3　38−40頁

◦中山　徹, 海老一郎「日雇労働市場の縮小過程と野宿生活者問題」. 高田敏, 桑原洋子, 逢坂隆子編著『ホーム

レス研究　釜ヶ﨑からの発信』信山社, 2007, 34−46

◦中山　徹「ホームレス支援法」以降の野宿者支援策の展開と評価（1）」, 社会問題研究, 2007, 56（１・２）, 1

−9
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◦中山　徹, 水内俊雄「ホームレス問題」と自治体および民間・NPOセクターの課題―もう一つの全国ホーム

レス調査を手がかりに」, 市政研究, No162, 2009, 104−128

◦中山　徹, 「建設労働者の状況改善にむけて」, 建設政策, 建設研究所, No125, 2009年５月　p12−16 

◦中山　徹「“就労の喪失”が招く“居住の喪失”に歯止めを」, 建設政策, 建設政策研究所, No145, 2012, 2−5

◦中山　徹「援助技術―伴走型支援士育成事業」, ホームレスと社会 Vol6, 明石書店, 2012, 40−42

◦中山　徹, 全　泓奎, 山田理絵子, 水内俊雄, 黒木宏一「台北における狭小廉価住宅居住者の生活支援の系譜

と現状」, ホームレスと社会No7, 明石書店, 2012, 101−106

◦中山　徹「ホームレス問題からみた西成問題」, 大阪の住民と自治, 411, 2013, 11−16

◦中山　徹「地域福祉計画と防災施策 ―新宮市を事例に―」居住福祉研究16, 居住福祉学会, 36−37, 2013

◦中山　徹「地域福祉計画と防災施策 ―新宮市を事例に―」第11回日中韓居住問題国際会議北京大会論文集, 

2013

◦中山　徹「台北市における遊民支援施策研究の意義について」。地域福祉研究センター年報, 第２号, 2013, 

9-11

◦中山　徹, 山田 理絵子「台北における遊民支援の制度的枠組みと補完的生活支援」, 社会問題研究, 62, 2013, 

43～51

◦中山　徹「『2013 年度尼崎市ホームレス概数調査』とその結果」, 地域福祉研究センター年報No3, 2013.77

◦中山　徹 他「多文化」地域における商店街の変容―西成・鶴見橋商店街の場合」, 地域福祉研究センター年

報No3, 2013, 42−56

◦中山　徹, 山田理絵子「台湾における社会救助法と遊民支援策」, 社会問題研究. 63, 2014, 53−68

◦中山　徹, 山田理絵子「台湾におけるいわゆる「経済型」遊民に対する就労支援―台北市を事例に」, 地域福

祉研究センター年報, 第４巻, 2015.3, 25−32

◦中山　徹「『不安定居住者』に対する居住保障の模索 ―台北市を事例に―」, 『居住福祉を切り拓く居住支援

の実践』, 日本居住福祉学会・大阪市立大学都市研究プラザ共編, 2015, 18−21

◦中山　徹「台湾における公的扶助と補完的貧困政策 ―台北市を事例に―」,『市大都市研究の最前線』, 2016, 

51−56

◦中山　徹「日本のホームレス・生活困窮者に対する施策の展開」, 法律文化社, 2016, 33−43

報告書
◦中山　徹 他『小規模企業対策調査報告書―商工会地区における小規模企業総合調査』, 中小企業庁・全国商

工会連合会, 1982

◦中山　徹「東京都地場産業実態調査報告書―作業服製造業」東京都労働経済局, 1983

◦中山　徹「東京都地場産業実態調査報告書―布帛製品製造業」東京都労働経済局, 1984

◦中山　徹「東京都地場産業実態調査報告書―帽子製造業」東京都労働経済局, 1985

◦中山　徹「東京都地場産業実態調査報告書―ソース製造業」東京都労働経済局, 1986

◦中山　徹　他「下請・派遣労働実態―中間報告」医療労働 No293　1986

◦中山　徹　他「『経営とくらしの実態調査』報告」, 東京商工団体連合会, 1986

◦中山　徹「東京都地場産業実態調査報告書―ワイシャツ製造業」東京都労働経済局, 1987

◦中山　徹「業種別経営実態調査報告書―電気照明器具製造業」東京都労働経済局, 1989

◦中山　徹 他「『町場』の現代的再成のために―首都圏建設産業調査報告書」かながわ総研首都圏建設産業調
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査委員会, 1989

◦中山　徹 他「川崎の産業―経済白書」川崎市, 1990

◦中山　徹「中小企業における労働力不足問題に関する研究 ―東京における実態調査を中心に―」中小企業

事業団・中小企業大学校・中小企業研究所, 1990

◦中山　徹「業種別経営実態調査報告書―ネクタイ製造業」, 東京都労働経済局, 1900

◦中山　徹「業種別経営実態調査報告書―育児乗物製造業」, 東京都労働経済局, 1990

◦中山　徹「’90ヤングのプロフィール―全国杉の子会会員調査」東京都信用近郊協会研究センター, 1990

◦中山　徹「業種別経営実態調査報告書―パン製造業」, 東京都労働経済局, 1991

◦中山　徹「業種別経営実態調査報告書―作業服製造業」, 東京都労働経済局, 1991

◦中山　徹 他「大都市圏における産業史有責の変化」中小企業事業団・中小企業大学校, 中小企業研究所, 

1991

◦中山　徹 他「中小企業における人材確保に関する研究」, 中小企業事業団･中小企業大学校・中小企業研究所, 

1991

◦中山　徹 他「都市における暮らしと生協の在り方」東都生活協同組合・東京自治問題研究所, 1991

◦中山　徹「業種別経営実態調査―米菓製造業」, 東京都労働経済局, 1992

◦中山　徹「業種別経営実態調査―帽子製造業」, 東京都労働経済局, 1993

◦中山　徹「業種別経営実態調査―ソース製造業」, 東京都労働経済局, 1994

◦中山　徹「門真のイメージ―門真の現状と将来」, 門真市職員労働組合・大阪自治体問題研究所『生きづくま

ち−門真の歴史に』, 1992

◦中山　徹「『在日』高齢者の暮らしと意見を聞くアンケート調査結果報告書」社会福祉法人こころの家族, 大

阪府立大学社会福祉学部, 1994

◦中山　徹 他『大都市のエスニック・コミュニティにおける生活構造と福祉の課題』（課題番号04455022）平

成4-6年度科学研究費補助金研究成果報告書, 1995

◦中山　徹 他「「在日外国人高齢者保健福祉サービス利用状況等調査」, 阪府福祉部高齢者保健福祉室, 大阪府

立大学社会福祉調査研究会, 1997

◦中山　徹 他「あいりん地域日雇労働者調査」社会構造研究会, 1997

◦中山　徹 他「『あいりん地域の中長期的なあり方』代表:船曳宏保, 大阪府立大学教授。1998.2, 40.

◦中山　徹 他「研究会報告　日雇労働者・野宿生活者問題の現状と連合大阪の課題」連合大阪あいりん地区

問題研究会, 1998

◦中山　徹　分担執筆『日雇労働者・野宿生活者問題の現状と連合大阪の課題』代表：福原宏幸, 大阪市立大

学助教授. 1998.11, 70

◦中山　徹「在日外国人高齢者と公的介護保障の課題」, 公的介護保障システムの今日的課題, 大阪府立大学社

会福祉学部公的介護保障システム研究会, 2000, 42−49

◦中山　徹　分担執筆『野宿生活者（ホームレス）に関する総合的調査研究報告書』, 大阪市立大学都市環境問

題研究会（代表:森田洋二）, 2001.1

◦中山　徹 他『高年齢者の雇用の“いま”と“これから”高年齢者雇用・ 生活調査でみえてきたもの−J, 阪

南自治体労働行政協議会・大阪府立大学社会福祉学部高年齢者雇用・生活問題研究会（代表：中山　徹）, 

2001.3

◦中山　徹「生活保護とNPOの役割」『野宿脱出後の生活保護受給者（単身高齢者）の支援のあり方に関する



−132−

社会問題研究・第66巻（2017年２月）

調査報告書』, さつきつつじ会, 2001年３月

◦中山　徹『大阪府かけこみ緊急資金利用実態調査報告書 J, 大阪府立大学社会福祉学部社会福祉調査研究会, 

2001.3

◦中山　徹 他『高年齢者の雇用の“いま”と“これから”高年齢者雇用・生活調査でみえてきたもの一別冊

統計集 J, 阪南自治体労働行政協議会・大阪府立大学社会福祉学部高年齢者 雇用・生活問題研究会 2001.3

◦中山　徹 他『大阪府野宿生活者実態調査報告書（中間報告）J大阪府立大学都市福祉研究会（代表：里見賢 

治, 大阪府立大学教授）, 2001年, 57

◦中山　徹 他『大阪府野宿生活者実態調査報告書』, 大阪府立大学都市福祉研究会（代表：里見賢治, 大阪府立

大学教授）, 2002.３, 170

◦中山　徹 他『大阪府にひろがる野宿生活者――大阪府野宿生活者実態調査報告書の概要』. 16頁. 2002.3.16

◦中山　徹 他『NPOと就労の可能性』, 阪南自治体労働行政協議会, 2003.3

◦中山　徹「社会福祉基礎構造改革の下での生活保護をめぐる問題」大阪府人権研究所『生活保護制度調査研

究会報告書』, 2003年, 81-89

◦中山　徹, 他『大阪府在日高齢者介護保健サービス利用状況など調査報告書』（分担執筆）社会福祉調査研究 

会, 2003年３月。

◦中山徹　他『脱野宿への実践――自立支援センター就労退所者支援マニュアル』NPO元気百倍ネット編, 

2002, 120頁

◦中山　徹, 他『アジア先進地域におけるホームレス・不法占拠住民問題―日本・韓国・香港の比較研究―（課

題番号13572039）平成13年度～平成15年度科学研究費補助金（基盤研究（B）2）研究成果報告書』（分担執筆）, 

2004年３月

◦中山　徹 他『在日コリアン高齢者生活実態調査報告書』（分担執筆）NPO法人　在日コリアン高齢者福祉を

すすめる会大阪・大阪府立大学社会福祉調査研究会, 2004　144頁

◦中山　徹「ホームレス対策の展開と支援手法開発の意義」『ホームレスに関する調査研究事業報告書』大阪府, 

36-41頁, 2005年。

◦中山　徹「各自治体におけるホームレス健康支援活動」『平成16年度地域保健総合推進事業　ホームレスの

健康支援活動に関する検討会報告書』ホームレスの健康支援活動に関する検討会, 20−29頁, 2005年

◦中山　徹 他『泉州地域在日高齢者福祉実態調査報告書』, 泉州地域在日高齢者福祉実態調査実行委員会, 2007

年（平成19年）3月

◦中山　徹 他『ホームレスの実態に関する全国調査及び尼崎市悉皆調査報告書』大阪府立大学社会福祉調査

研究会編, 尼崎市健康福祉局総務部企画担当発行, 2007.127頁。

◦中山　徹 他『ホームレスの実態に関する全国調査及び尼崎市悉皆調査報告書』都市福祉研究会, 2007年（平

成19年）３月

◦中山　徹 他『ホームレス支援専門員育成プログラム開発研究報告書』, 独立行政法人福祉医療機構, ホームレ

ス支援専門員育成プログラム開発研究会, 2011, 53

◦中山　徹 他『「ホームレス支援人材育成事業」−伴走型生活支援士育成事業−研究報告書』, 平成22年度 厚

生労働省社会福祉推進事業, 2011, 681頁

◦中山　徹 他『伴走型生活支援士育成研究事業報告書』, 平成23年度 厚生労働省 社会福祉推進事業, 2012.3, 

266頁

◦中山　徹 他『生活困窮状態に置かれた者に対する新たな相談支援事業の実施に携わる人材の育成・確保・



−133−

中山徹教授略歴・業績目録社会問題研究・第66巻（2017年２月）

専門性の向上に関する調査・研究事業報告書』平成25年度セーフティネット支援対策等事業費補助金社会福

祉推進事業, 2013.3, 546頁

◦中山　徹 他『相談支援事業と連携する民間の人材育成事業報告書』, 独立行政法人 福祉医療機構, 2015, 137

頁

◦中山　徹 他『自立相談支援機関等と連携する民間事業所の人材育成に関する調査研究事業報告書』, 2016.120

頁

総説等
◦中山　徹・伊藤泰三・垣田裕介, 資料紹介「『交通・地方政府・地域省『将来の野宿者を予防する――事例ハ

ンドブック』」（その1）, 社会問題研究, 52巻 第1号, 125−153頁。2002

◦中山　徹・垣田裕介資料紹介「交通・地方政府・地域省『将来の野宿者を予防する――事例ハンドブック』」

（その２）, 社会問題研究, No52, 2, 2003. 239−272頁

◦中山　徹「ホームレス」『社会保障・社会福祉大事典』, 事典刊行委員会編, 労働旬報社, 2004年9月

◦中山　徹, 垣田裕介「生活困窮者支援と社会保障Ⅰ」, 伴走型支援士２級認定講座テキスト, 2013

◦中山　徹「生活困窮者と就労支援Ⅰ」, 伴走型支援士２級認定講座テキスト, 2013

◦中山　徹, 垣田裕介「生活困窮者支援と社会保障Ⅱ」伴走型支援士１級認定講座テキスト, 2013

◦中山　徹「生活困窮者と就労支援Ⅱ」, 伴走型支援士１級認定講座テキスト, 2013

◦中山　徹, 垣田裕介「生活困窮者支援と社会保障Ⅰ」（改定）, 伴走型支援士２級認定講座テキスト, 2014

◦中山　徹「生活困窮者と就労支援Ⅰ」（改定）, 伴走型支援士２級認定講座テキスト, 2014

◦中山　徹, 垣田裕介「生活困窮者支援と社会保障Ⅱ」（改定）, 伴走型支援士１級認定講座テキスト, 2014

◦中山　徹「生活困窮者と就労支援Ⅱ」（改定）, 伴走型支援士１級認定講座テキスト, 2014

◦中山　徹「生活困窮者支援と社会保障」（2015年度版）「伴走型支援士認定講座テキスト」, 2015

◦中山　徹「生活困窮者と就労支援」（2015年度版）「伴走型支援士認定講座テキスト」, 2015

◦中山　徹「日本におけるホームレス・生活困窮者に対する政策の展開―生活保護法, ホームレス自立支援

法, 生活困窮者度立支援法の位置と役割」, The East Asian Inclusive City Network, The Fifth International 

Work Shop, “The Practice and Vision of Inclusive City”, Taipei.

学会報告
◦中山　徹「いわゆる『ホワイトカラー』と『不安定就業』―損害保険業を中心に―」社会政策学会第78回大

会, 1989.5

◦中山　徹「我が国における銀行業の技術革新と派遣労働」社会政策学会第80回大会, 1990.5

◦「大阪における在日韓国・朝鮮人の生活と福祉の課題 ―その「落層」過程の分析を通じて―」社会政策学

会第86回大会, 1993.6

◦中山　徹, 福原宏幸「大阪釜ヶ崎における日雇労働者と野宿者」, 社会政策学会第94回大会, 1997.6

◦中山　徹, 福原宏幸「日雇労働者の『野宿者』化と社会福祉・社会保障」, 社会政策学会第961回大会, 1998.6

◦中山　徹「労働経済学からみたホームレス」第41回日本社会医学会, 2000年７月。

◦中山　徹「イギリスにおけるホームレス問題と『野宿者』（Rough Sleeper）対策」第103回社会政策学会, 

2001年10月, 東北大学

◦中山　徹「地域福祉計画と防災施策 ―新宮市を事例に―」第11回日中韓居住問題国際会議北京大会, 2013, 



−134−

社会問題研究・第66巻（2017年２月）

◦中山　徹「日本のホームレス・生活困窮者に対する政策の展開」, East Asia Inclusive City Network 

Workshop, 台北市剥皮寮ホール, 2015.9.25

競争的資金
◦「大阪都市圏における『都市型中小企業』の変貌と都市政策のあり方に関する調査研究」（研究代表者：庄

谷邦幸, 桃山学院大学教授, 中山　徹―研究分担者）1992

◦一般研究（B）「大都市のエスニック・コミュニティにおける生活構造と福祉の課題」（研究代表者：庄谷怜 

子, 大阪府立大学社会福祉学部教授, 中山徹―研究分担者）, 1992−1994

◦基盤研究（B）「ホームレスの自立と地域生活支援に関する総合的調査研究」（研究代表者：中山　徹）, 2003 

– 2005

◦基盤研究（B）「ホームレスに対する自立支援策の展開と支援の在り方に関する地域比較研究」（研究代表 

者：中山　徹）, 2007−2009

◦基盤研究（B）「多様化する「不安定居住」層と包摂型居住支援に関する研究」（研究代表者：中山徹）, 2010

−2012

◦挑戦的萌芽研究「東アジア先進国における公的扶助制度と補完的貧困政策に関する比較研究」（研究代表者 

中山　徹）, 2013−04−01～2016−03−31

◦基盤研究（A）「東アジアの広義のホームレス支援に基づく包摂型都市生成と支援の地理学の構築」（研究代

表：水内俊雄, 大阪市立大学都市研究プラザ教授, 中山　徹―分担研究者）, 2013−2017

◦基盤研究（B）海外学術調査「東アジア都市における包摂型居住福祉実践に関する研究」（研究代表者：全　泓 

奎, 大阪市立大学都市研究プラザ　教授, 中山　徹―研究分担者）, 2016−2019


